
（別紙３）

～ R8年　３月　１３日

（対象者数） 31 （回答者数） 12

～ R8年　３月　１３日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに支援を充実させるために、外部の講師の方にも来てい
ただき、子どもたちがより専門的で豊かな体験ができるよう
工夫していく。さまざまな視点や関わりが加わることで、子
どもたち一人ひとりに合ったサポートが広がるよう心がけて
いく。

2

子どもたちが安心して挑戦できるよう、環境づくりにも配慮
してい興味を引き出す遊びの設定や、落ち着いて過ごせる空
間づくりを工夫し、一人ひとりが自分のペースで成⾧を感じ
られる環境を整えていきます。また、スタッフ同士が連携
し、子どもたちの変化に気づきやすい体制をつくることで、
より充実した支援につながるよう取り組んでいきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は、療育施設としての専門性や取り組みをより分かりや
すく伝え、保護者の方々と一緒に子どもの成⾧を見守ってい
ける関係づくりを大切にしていきたい。

2

 1. 情報共有の形式を統一し、誰でも確認できる仕組みを整える。
 2. 共有すべき情報や業務内容を文書化し、必要なときに参照できる

環境をつくる。
 3. 伝達内容の優先度やポイントを整理し、理解のズレを防ぐための

確認を行う。

3

日常ではなかなか味わえない特別な体験を提供できることを大
きな強みとしている。普段とは違う環境や活動に触れること
で、子どもたちの「やってみたい」「もっと知りたい」という
気持ちを引き出し、新しい発見や成⾧につながる時間をつくっ
ている。

子どもたちがより豊かな体験ができるよう、スタッフ一人ひと
りの得意分野や個性を活かした活動づくりにも力を入れてい
る。得意なあそびや専門性を生かした提案を取り入れること
で、子どもたちの興味が広がり、学びの幅も自然と広がる環境
づくりを工夫している。

日常の動作（靴を並べる、身だしなみを整えるなど）
や、SSTを通して、あいさつや気持ちの伝え方など、日
常で役立つ社会性を重点的に育て、あそびの中で楽しく
身につけられるよう取り組んでいる。

子どもたちが「できた」という実感をしっかり味わえるよう、
成功した場面ではその努力や過程を丁寧にほめ、達成感につな
がる関わりを大切にしている。また、うまくいかなくても大丈
夫!気持ちに寄り添いながら一緒に方法を考え、必要な部分を
サポートすることで、「やってみよう」という前向きな気持ち
を大切に育てることを心がけている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

組織として共有すべき情報や業務の理解を、より丁寧にそろえ
ていく必要性に気づくことができた。これまで朝礼や昼礼、
ミーティングなどで情報共有を行ってきたが、スタッフによっ
て受け取り方に差があることが分かり、今後はより伝わりやす
い方法を工夫する良い機会になった。

朝礼・昼礼・ミーティングなど複数の場で情報共有を行ってい
るものの、スタッフによって受け取り方や理解の仕方に差があ
り、伝達方法が十分に整理されていない。
共有すべき情報や業務内容が文書化・体系化されておらず、ス
タッフが必要な情報を確認しにくい環境になっている。

療育施設として子どもたちの成⾧をしっかり支えていく存在で
ありたいと考えている。日々の支援や活動には、子ども一人ひ
とりの発達に合わせた意図や目的があり、その取り組みをもっ
と保護者の方々にも知っていただきたいという思いがある。

保護者との関わりが十分に深められておらず、療育内容
や取り組みが伝わりにくい点がある。また、情報発信の
方法が限られており、事業所の活動を知ってもらう機会
が少ないことが課題となっている。

R8年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R８年　３月　３０日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 はぴはうすポコ

○保護者評価実施期間 R8年　２月　１２日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


